

巧用説明書 ご使用前に、必ずお巧みください。 












各部の名称 

撮影表示パネル 
モードスイツチ 


途中巻き戻しスイッチ 


ストラップ取付け部 


パワースイツチ 


シヤッターボタン 



ネーム プレート取付け部 
才ートフォーカス窓 

ファインダー窓 
フラッシュ 
リモコン受信部 

-測光窓 

レンズ(防塵ガラス） 
セルフタイマーランプ 



同封のネームシートにお名前を記入し、カメラ上面の 
ネームブレート取付け部に置いて、裏紙をはがしたネ 
ームプレートを上から貝ちり付けて < ださい。 





緑ランプ 



電池マーク_ 

フラッシュ AUTO (自動発光）マーク 
(^ AOTO ) 

フラッシュ ON マーク （40 N ) 一 

フラッシュ OFF マーク 々 OFF ) 一 


AUTO 

-VON 

OFF0 


〔顯 


_フイルムカウンター 

-遠景マーク 

-リモコン マー ク 


セルフタイマーマーク 




撮影準備 


まず電ミ也を 
入れてくだ 
さい 

カメラに水滴や砂などが付いて 
いたら、乾いた布で拭いをとし 
てから、電池室カバーをはずし 
てください。内部に水滴や砂が 
入ると巧障の原因になります。 



電池室カバー開閉ノブを指でつま 
み、 OPEN の矢印方向に回して、開 
閉ノブと OPEN 側の © EP を合わせる 
と、電池室カバーがはずせます。 



電池をカメラ底部の表示に合わせ 
て正し〈入れます。 


*電おの接点側を奧じして入れてくださ 
い。 

* 使用電化はリチウム電ミ也 2 CR 5:6 V 、 1コで 
す。 


A 替告爆おして大けがのをおがあります.«池を义の中に入 
れたり、 シヨー ト、み 巧、 加おをしないで <ピさい。 


ま 意 を巧発义のをおがあります：おま:外の 巧 池を使用しな 
いでください。 








電池室 カバーをはめ、カバーを 
押さえながら、 CLOSE の矢が方 
向に開閉ノブを回して開閉ノ 
ブと CLOSE 側の•印を合わせる 
とロックされます。 



パワースイッチを巧すと、撮影表示 
パネルに 

(電池マーク） 

ろ AUTO (フラッシュ AUTO ) 

0(フイルムカウンター) 

が現われ電源 ON になります。 

* パワースイッチをもう一度巧すと電源 OFF 
になります。電源 OFF のときには電化 マー 
クだけ.ち灯し、他の マー クは;肖なします。 


►ちこづ 

正常交換時期作動停止 


電池交換の時期 

電池が消耗して、電池マークが 

2/3白くなったら新しい電池と 

交換して〈ださい。 

* 電化交槪は、必ず電厢を OFF にしてか 
ら巧って〈ださい。 

* 撮影途中で電化マークが 2/3 白〈 なっ 
たら、最後まで撮影したあと電ミ也を交 
換して〈ださい。 

* 万一撮影中に電ミ也マークが点滅した 
あと白〈なると、シャッターがロック 
されます。このときは途中巻き戻しを 
してください。 

* 使用巧みの電化は、カメラ店または電 
気店にお持ちください。 
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フイルムを 
入れてくだ 
さい 

カメラに水滴や砂などが付 
いていたら、乾いたホで拭 
いをとしてから裏ぶたを開 
けてください。巧卽に水滴 
や砂が入るとな障の原因に 
なります。 

コニカカラーフイルムのご 
使用をおすすめします。 



裏ぶた開放ノブを矢印方向に回転 
し裏ぶたを開けます。 


* リバーサルカラーフイルム（スライド用） 
は、下表の DX 導入感度（ I 如）と同一感度の 
フイルムをご使用〈ださい。 



フイルムを入れます。 


* DX コード付きの 35 mm (135 サイズ）フィルム 
を使用します。フィルム装てんと同時に使 
用フィルムの感度が自動セツトされます。 
DX コードのないフイルムはすべて IS 025 I こ 
設定されます。 


使用フイルム感度の DX 導入感度 


1 DX 導入想巧 ( ISO ) 1 

25 

50 

丽 

200 

40〇1800 

1600 

3200 

巧巧フィルム度を1 
1 ( ISO ) 

25 

32 

40 

50100; 
64125 1 
801601 

200 
2凯 

320 

400 : 
5001 
6401 

800 

1000 

1250 

1600 

2000 

2500 

3200 j 
— 







パトローネ（フィルムの容器）を力 
チッと音がするまで押して入れ、 
フィルムが平らに出るようにしま 
す。 



フィルムを少し引き出し、先端を 
カメラ内部の先端マーク（心 I ) に 
合わせて、裏ぶたを開にます。 



* フイルムのパーフナレーション（送り穴） 
とスプロケット（送り歯車）のかみ合わせ 
を確認して〈ださい。 


パワースイッチを押すと、フィル 
ムは1枚目の撮影位置まで自動的 
に送られます。 

* IS 025 のフイルム使用の場合は、シャツ 
ターボタンを押して〈ださい。 

フイルムが送られていないときは 



フイルムカウンターが y のまま点減しま 
す。 A れ直して〈ださい。 
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カメラは 
正しくホ y え 
ましよラ 




両手でしっかり持ってカメラぶれを防ぎま 
しよう。カメラ背部を巧に当て、両ヒジを輯 
〈締めるとま定します。ヒジを開くとカメラ 
ぶれしやす〈なります。 

* 指の腹でシャッターボタンを詩かに押し 
てください。 



タテ位置のフラッシュ撮影では、フラッシュ 
が上になるようじ構えて〈ださい。フラッシ 
ュを下にして発光すると、写責が不自おにな 
ります。 

* 指やち髪、ストラッブなどが、レンズや 
オートフナーカス窓、測光窓、フラッシ 
ュをじやましないように気をつけましよ 
ラ。 





近距離補正 マークー 
近距離撮影時はこのマーク 
の内側が写る範困です。 


. t 最影範困 フレーム 

このフレーム内が写る範困 
です。 



才ートフオーカスフレーム 
このフレーム巧の被写体を測距し 
ます。 


緑ランブ- 

(点灯) AE/AF のロック荒了 
(点滅)巧距離警告 
AE = 自動露出 
みド=ォートフオーカス 


赤ランプ- ' 

(点灯）フラッシュを化、未充電時 
(点滅)ほ経度警告 




基本撮影 

5 

いよいよ 

撮影です 

腑〇 

すべての撮影に共通する基 
本のな撮影の手順です。 

* 重要な写真（業務用およ 
び結婚まやホ巧など）の撮 
影の前に必ず試し撮りや無 
料該がをして、カメラが正 
常に機能するか事前に巧誌 
してから使用して〈ださ 
し、。 



パワースイッチを押してくださ 
い。電源日 N となり、 >AUTO、 ；（フ 
ィ J レムカ ウンター）が点灯します。 

* 電源 OFF 時には電池マークだけが点灯し 
ています。 

♦防塵ガラスおよびオートフナーカス窓の 
巧れにごを意〈ださい。 

もし巧したらきれいに巧きと つて 〈ださ 
い。 



ピントを合わせたい被导体に才 
—トフォーカスフレームを合わ 
せます。 






シャッターボタンを半巧しすると 
緑ランブが点灯し、自動的にピン 
卜が合います。 


* 緑ランプが点滅したときは、被写体が巧 
すぎてピントが合わない警告で、シャツ 
夕一が ロ ックされます。 

* 緑ランプと同時にセルフタイマーランプ 
が点なするので、写される人にも撮影の 
タイミングがわかります。 


巧 


巧 



シャッターボタンをさらに深〈詩 
かに押し込み、シャツターをきっ 
て〈ださい。 


日中撮影の距離 


* 撮影が終わるとフィルムが1 コマ 自動 
的に送られ、フィルムカウンターの数字 
が1つ進みます。 

* 続けて撮影しないときは、パワースイツ 
チを巧して電源 OFF にして〈ださい。 

* 電源 ON のまま巧置しても、約10分をには 
自動的に電源 OFF となります。 


現場監督 28 VV 目 ECO 

0.5 m 〜〇〇 

現場監督 35 VV 目 ECO 

0.8 m 〜〇〇 


* 撮影距雜が 1 m な巧のときは近距離撮影となります。 
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自動フラッ 
ンュお影 

暗いときフラッシュが自動 
的にを光します。 

* フラッシュは発光すると 
高温になります。このた 
め巧れていたり、手袋な 
どが触れたままフラッシ 
ュ撮影をすると、フラッ 
シュがを質や変ををしま 
す。撮影の瞭にはフラッ 
シュの巧れを清掃し、手 
袋などが触れないように 
してください。 



シャッターボタンを半巧しして、 
綠ランプと共に赤ランブが点灯 
したら、フラッシュが自動発光し 
ます。 



シャッターボタンをいっぱいに 
押してフラッシュ撮影して〈だ 
さい。 

* フラッシュ撮影を、ホランプが数砂間点 
灯したをミ肖えますが、この間はを電中で 
すから、シャッターはきれません。 


フラッシュ撮影 

現場監督 28 WB ECO 

に 0100 

0.5 m 〜 5.0 m 

の距離 

に 0 400 

0-5 m 〜 10.0 m 

(ネガカラーフイルム 

現巧監督 35 W 目 ECO 

に 0100 

0.8 m 〜 5.0 m 

ほ用の場合） 

ISO 400 

0.8 m 〜 10.0 m 






基本撮影 



フォーカス 
ロック撮影 

ピントを合わせたい被写体 
が画面中央にないとき、フ 
ナー カスロック撮影をして 
〈ださい。 



ピントを合わせたい被写体に才 
—トフオーカスフレームを合わ 
せます。 



シャッターボタンを半巧しする 
と、緑ランプが点灯してピント 
位置が固定されます。 

*禄ランブと同時にセルフタイマーラ 
ンプが.点灯します。 

* 半押しした指をシャッターボタンか 
ら離すと、フォーカスロックは解除さ 
れ、やり直しができます。 

* フナー カスロックと同時に自動露出 
も固定されます。 





シャッターボタンを半押しのまま 
希望の構図に決め直し、シャッタ 
ーボタンをいっぱいに押して撮影 

します。 _ 

* 構図を決め画すときに、撮影距離が変わ 
らないようにごま意ください。距離が変わ 
つたときはやり直して〈ださい。 



才ートフォーカスが正しく働きに 
くい被写体 

① おおのあるもの 

② ホを反がしに〈い黒いもの 
⑤かさいもの、細いもの 

④ 発光体 

これらは測距しに〈いので、同じ明るさで 
等距離の測距しやすいものに向けてフォー 
カスロックをしてから撮影して〈ださい。 



* ガラス越しの撮影は、才ートフホーカス 
力《働かない場合がありますから、同に距 
離のものに向けてフォーカスロックし 
て〈ださし、。 

また、ガラスに密着させても正しい測距 
ができます。 
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近距離撮影 

近をした被写体が画面中央 
からはずれるときは、フォー 
カスロック撮影をして〈だ 
さい。 



被写体に近づいて才ートフォーカス 
フレームに入れてください。 


近距離撮影の至近距離 



現巧監を 

28WB ECO 

0.5 m 〜 

現場監督 
35WB ECO 

0.8 m 〜 



ファインダーの近距離補正マーク 
内で構図をミ夫め、シャッターをき 
ります。 

* 近距離補正マークは、 1 m な巧の撮影時に 
お使い〈ださい。 

シャッターボタン半巧しで緑ランプが点活 
したときは… 

至近距離より被写体に巧すぎてピントが 
合わない警告で、シャッターがロックされ 
ます。半押しした指をいったん離し、かし 
離れて押し直して〈ださい。 











基本撮影 
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フイルムの 
取り出し方 

フィルムの規定巧数よりを 
く撮影した場合、最お画面 
が重なることがあります。 
写し終わったフィルムは、 
お早目にカメラ店に持参し 
「コニ カカラー百年プリン 
卜」とご指定〈ださい。 



フィルムが最後になると自動的に 
巻き戻され、巻き戻し完了で惇止し 
ます。フィルムカウンターの3の点 
滅を確認した上で裏ぶたを開けて 
フィルムを取り出してください。 

♦フィルムカウンターは、巻き戻しに連動し 
て逆算します。 

* 裏ぶたを開けるとフィルムカウンターの2 
が一瞬点灯し、電源 OFF になります。 



途中巻き戻しの方法 
途中巻き戻し （ R ) スイツチをス 
トラツプ調整具の突起部で押す 
と、撮影途中のフィルム巻き戻し 
ができます。 

* 卷き展し後の手順は、自動巻き展しの場 
合と同じです。 
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モードスイツチ 
の切り替え 

被写体に応じて最適な撮影 
方まを選巧できます。 



モードスイツチを押す毎に、撮影表 
示パネル上に各撮影モードが、順次 
表示され循環します。 

* 通常は 4 AUT 0 になっています。 

*- 度設定したモード（セルフタイマーレ: i 外） 
は固定され、そのまま撮影が続けられます。 
撮影が終わったら一般撮影モードに戻して 
おきましよう。また、電源を OFF にするとモ 
—ドは解徐され、再度電源を ON にすると一 
般撮影モードに戻ります。 


ち AUTO フラッシュ AUTO (自動発光） 

I モー ド (一般 撮影 モー ド） 

40 N フラッシュ ON モード 

1 

ち off フラッシュ off モード 

i 

の^么セルフタイマー/リモコンモード 
I (> AUT 0) 

A 遠景モ—ド (> auto ) 


* セルフタイマーモードを選巧すると 
リモコン撮影も可能となります。 

* セルフタイマー撮影では、撮影毎にモー 
ドは解除され、一般撮影モードに自動復 
帰します。 



応用撮影 
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曰中フラッ 
ンュお景ジ 
ち ON 

(フラッシュ ON モード）フ 
ラッシュが常時を光するモ 
-ドです。をホや室巧窓際 
の被写がを明る〈きれいに 
写します。 



モードスイッチを巧して、撮影表示被写体に向けてシャッターをき 
パネルに夕 ON を出します。 れば、明るいところでもフラッシ 


ュが発化します。 

半シャッターボタン半押しで、緑ランプと 
同時にホランブが点灯します。 



フラッシュなし 
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スロー シャッ 
夕ーシンクロ 
湖 

(フラッシュ ON モード）夕方 
やを間の撮影で、スローシ 
ャッターによるフラッシュ 
撮影が行われ、バックも被 
写かも共に明る〈写せま 
す。 



モードスイッチを巧して、撮影表示 
パネルに 40 N を出します。 

♦カメラぶれをしやすいので、云脚をご使用 
〈ださい。 



スローシャッターシンクロ 


暗い場所で被写体に向けてシャ 
ッターをきれば、1/15砂までのス 
口ーシャツターによるフラッシ 
ュ t 最影ができます。 



4 AUT 0 のフラッシュ撮影 
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フラッシュ 
なしの撮影 
ろ OFF 

フラッシュが発光しないモ 
-ドです。フラッシュ撮影 
が禁止されている美術館や 
都会のを景撮影などにご利 
用ください。 



モードスイッチを押して、撮影表示 
パネルに 40FF を出します。 
被写体に向けてシャッターをきれ 
ば、1/4砂までフラッシュなしの自 
動露出 t 最影ができます。 

* シャッターボタン半押しで、ホランブが.点 
ミ威したときは、カメラぶれの警告です。 

=脚をご使用ください。 



暗くて自動露出が働かないとき 
は、最長2砂の超 スローシャッ タ 
一に 切替わります。口砂バルブ） 

* このときはシャッターボタン半押しで、 
ホランプがゆつ< リ点滅します。 

*2 秒バルブは、2秒な巧であれば、シャッ 
夕ーボタンを押している間、シャッター 
が開いたままになります。カメラぶれ防 
止のため云脚をご使用〈ださい。 
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セルフタイ 
7—瓶景ジ 

の若ん 

人手を惜りずに、撮影を自 
きが作業をしているが況を 
撮影できます。 




モードスイッチを押して、撮影表 
示パネルに公若^を出します。 

♦セルフタイマーモードにセットすると、 
>AUTO (フラッシュ自動発光）になりま 
す。 

♦互脚をご使用〈ださい。 

* フォーカスロックもできます。 

♦このモード選択時にリモコン撮影の選 
巧も可能となります。 


被写体に向けてシャッターボタ 
ンを押すとセルフタイマーがス 
タートし、約10砂後にシャッター 
がきれます。 

*7 砂点灯後、3砂点滅します。 

* カメラの前から操作すると正しいピン 
卜が得られません。 

* 撮影終了で一般撮影モードに戻ります。 
続けてセルフ撮影する場合はセットし 
直して〈ださい。 

* パワースイッチを}申すと作動中のセル 
フタイマーをキャンセルできます。 
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リモコン 

撮影 

の户 

カメラから離れて撮影す 
ることがていただきます。 
♦受信可能距離は、約加 
な巧（正面）です。 

♦同巧のリモコンは防水- 
防塵寝道になっております。 



セルフタイマーモードを選巧する 
と、リモコン t 最影が可能となりま 
す。 

リモコンの送信部をカメラの受信 
部に向けて、送信ボタンを押すとセ 
ルフタイマーランプが3抄間点減し 
た後シャツターがきれます。 

脚をご使用〈ださい。 


* 電源 OFF の状態では受信されません。 

* このモードのフラッシュは、自動を光と 
なります。 

* リモコン受信部に太陽や堂光灯などの 
光が強〈当たっているとき、或いはイン 
バーター式堂光灯が近〈にあるときは 
リモコン撮影できないことがあります。 
そのようなときは、セルフタイマー撮影 
するかカメラを移動させて〈ださい。 

* リモコンには電ミ也が 入っ ています。撮影で 
きな〈なったら、当な サー ビス ステーシヨ 
ンで電ミ也交換をして〈ださい。（ち償） 


.1 警告 

爆発して大けがの危険があります。 
リモコンを义の中に入れたり、分解、加熱 
しないでください。 
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思景瓶景ジ 



ピントが遠景に固定される 
モードです。日中の遠景撮 
影、特に窓ガラス越しの遠 
景撮影にち巧です。 



モードスイッチを押して、撮影表示 
パネルに口を出します。 

♦遠景モードにセットすると、 

> AUTO ( フラッシュ自動発光）になります。 
♦夜景や日を前後の夕景など、暗いときの遠 
景撮影では、フラッシュなしの撮影をして 
〈ださい。 



ガラス越しの風景を遠景撮影 



一般撮影 




才ートデート 

(ホートデート付のみ） 


2019年12月31日までの日付 
-時刻を記憶し、画面に写 
し込むことができます。 



表示モードの切替え 

表示切督えスイッチを巧し年月日、日時 
分、写し込みなしを選びます。 



写し込みの位置が明るい場合、白い場合 
は、デート义字がはっきり出ないことが 
ありますからごミ主意〈ださい。 










日付-時刻の修正 



1) 表示切替えスイッチを巧して年月曰 
(時刻の修正は日時分）を表示します。 

2) 還巧スイッチを押して、修正する日付 
(時分）を.ち,域させます。 

3) セットスイッチを押して、点滅してい 
る日付(時分）を修正します。 

*2)3) の操作を繰り返して、日付（時分） 
を修正して〈ださい。 


オートデート用電おの交換 

オートデート用電ミ也として、リチウム電 
ミ也 ( CR 2025:3 のを使用しています。およ 
その交換锭巧は一般的な撮影では約4年 
ですが、撮影枚数がをい場合は電池寿命 
は短〈なります。プリントの写し込み义 
字が見えに〈〈なったら新しい電あと 
交換して〈ださい。 


4) 修正が全て終わったら再度選択スイッチを押 
して〈ださい。数字の点滅が点灯となり、一の 
写し込みマークが現れて写し込み可能な状態 
になります。 

♦分を修正した後に選択スイッチを押すと、；が 
点滅しますので、もう一度選巧スイッチを巧し 
て〈ださい。：の点滅が点灯となり、写し込み 
可能な状態になります。 

♦かまで合わせる場合は、：の点滅時に時報のゼ 
口秒時に合わせてセツトスイッチを押してか 
ら更に選巧スイッチを巧してください。 


* 電化交換後は、日付 • 時刻を修正して < ださし、。 

電池交換の方法 



す 

:1 證 

1 質 

- ^ \ 



^警告■爆発して大けがの危険があります。電池を火の中に入れたり、シヨート、分解、加熱をしないで〈 
ださい。 

-誤って飲み込むと死亡の危険があります。電池は幼児の手の届かない巧に保管して〈ださい。 






現場監督 28 WB ECO のおもな仕様 

B _ 车 : レン ブ シャン ター式 AF を自扣 35mm カゾラ 

因旧サイス ；24 X 36mm _ 

レンス：コニカレンス、 28 mm F3.5(5 お5れ街成） 
レンズ的面じが*ガラス 

バワースイッチ： g 巧 ON で才ートローディング.シャッター 
ロック解除* 巧晶点む-め10分を自助のに 
ち巧 OFF、 巧巧殘量マーク表示、巧巧 OFF で 
シャッターロック- g ホマーク 1U かの巧晶 
ミ肖打-セルフタイマーキャン七ル 
シャッター:プ□グラムち子シャッター、ち巧レリース、 
1/4巧〜1/280巧2巧バルブが 

お.さ巧節 ：ホか待ノンスキャンアクティブ巧自巧焦.島、 

«お巧困- 0.5m 〜の、0か似巧の触*!ロック、 
フォーカスロック.遠 fitt わ巧能 
S 出 H 節 ： CdSS 化ち子巧用のブログラム自れ巧化な節 

中巧■点測义 

B お連 RK 田 : ISO 100- EV5.5 〜 EV16.5 
フィルムなま：自助投を (ISO 25〜150 3200、 1EV ステップ） 
ファインダー：アルバダぶブライトフレームファインダー、 
才ートフォーカスフレーム、巧巧難補正マーク、 
フ7インダー曲に持ランプ (AE •がロック時点 
打、巧巧«□ック時点巧),ホランプ(フラッシュ 
発ホ時*ホをま時.為む、ほ巧度*吿時点巧） 
フラッシュ：手ぶれ巧巧のほ巧度時に自巧発光するフラッ 
シュマチック巧橘、連なお囲•に0100 -0.5 
m 〜 5.0m、 発光巧巧•め4巧 


* 下記性能については当な試験を件によります。 

* 製品の仕様、外朝については予告な〈をますることがあります。 
モード切替え；フラッシュきか発化、フラッシュ ON. フラッシュ 
OFF、 セルフタイマー/リモコン巧お、速ち 
のをモ ードを巧な、巧るバネルに表示 
セルフタイマー：電子ま、巧か時田巧10巧，七ルフタイマー 
ランプが巧 7 巧枯.ちむ したを巧3巧田.吾度、 

まや解お巧お _ _ 

リモコン ：ホか化が用のち用が水リモコンシステム、を倍 

ポタンでおか.まな巧おを a 巧 5m (正面）、 

■お CR2025(3V)1 旧、 g 池ちな巧 ia000 回 
フィルム絵を；す.バワースイッチでスタートずる才ート 
口ーディング、自かをき上げ、フィルムお了で 
オートリターン，ちそ戻しを自お)停止、をや 

_ さき g し可お__ _ 

フィルムカウンター:順 g ま、巧 a バネルIこる示 
才ートデート；巧晶ま示すデジタルウォッチ巧度，2019年 
げ-卜巧りみ）までの年ち日、日時分、写し込みなし，月日年、 

日月年をま示.巧単位まで巧正巧お 
霉ホちホ ：说％フラッシュ発光のとをが55本 （24EX) 

巧 巧 ：リチウム g ホ (2CR5:6V)1 コ、才ートデート 
_ 用としてリチウム電あに R2025:3V)1 コ . 

防 水：宙巧 -jis 巧 a 等級7(防法お）、 S ホ•をめら 
れたる件で水やじ巧しても巧巧に水が入らない 
もの、垃«•水面下 im で泌分間水中に放 a 
大きさ ： テー トなし 145 X 80.5 X 56mmf-hft145X80.5X59mm 
HI (重さ）：テ-卜なしお Og， テ-卜巧 355g(« 池別） 




現場監督 35 WB ECO のおもな仕様 

お す :レンスシャソタ ーす AF を 自か 35m m カメラ 
を面ヴイス ；24X36mm _ 

レンス：コニカレンズ、 35 mm F3.5(3 巧3な構成） 

_ レンスの面にな S ガラス 

パワースイッチ； R 巧 ON で才ートローディング.シャッター 
ロック解お- 巧晶.奋な-わ10分を自かのじ 
巧巧 OFF,® 巧残量マークを示、電巧 OFF で 
シャッターロック-まホマーク U かの巧岳 
^ 巧打•七ルフタイマーキャンセル 

シャッター：ブログラム R 子シャッター、 R 巧レリーズ、 

— 1/4巧〜1/280巧2けバルブ付 

ち点調節 :ホか巧ノンスキャンアクティブま自»ちち、 

範囲. 0.かい々0,08 mU 巧の巧拒 g ロック， 
フォーカスロック、ぶ««お巧お 
巧出 W 面 ： CdS 受光ち子巧用のブログラム自助巧出な® 

_ 中央重ち拥ホ 

巧出適れ》困：旧0100 • EV5.5 〜 EV16.5 
2^1ルムを度：自断 ft ま（旧0 25〜ほ0 3200、1 EV ステップ） 

ファインダー；アルバダまブライトフレームファインダー、 
才ートフォーカスフレーム，巧巧*!補正マーク、 
ファインダー巧に持ランプ (AE’AF ロック時点 
灯，近を離ロック時点巧)、ホランプ(フラッシュ 
_ 発光時-未巧«時点灯.ほ巧を»吿時点度） 

フラッシュ：手ぶれ巧ホのほな度時に自か発光するフラッ 
シュマチック巧«、連巧巧团•旧0100 • 0.8m 
〜 5.0m、 発光 IB 1 巧-巧4巧 


* 下記性能については当な試験を件によります。 

* 製品の仕様、外朝については予告な〈をますることがあります。 
モード切皆え：フラッシュ自巧発光、フラッシュ ON、 フラッシュ 


OFF、 七ルフタイマー/リモコン巧お、るお 
攝おのをモードを巧巧.巧品バネルじさ示 


セルフタイマー；«子す、作巧時なお10れセルフタイマー 
ランプびわ 7 巧 间.南口 したを巧3巧向点ぶ、 

ホ中 W お巧化 

リモコン 

ホか光を j 用の専用巧水リモコンシステム、を巧 
ボタンで始巧，受巧巧巧を*!巧 5m (正面）， 

«ホ CR 2025 (3V)1fl、 «ホ寿かれ10.000回 

フィルムおを: 

巧か式、バワースイッチでスタートする才ート 
口ーティング，自»)きき上げ、フィルム巧了で 
才ートリターン，をき S しを自巧停止、を中 
# き0?し可能 

フィルムカウンター：顯 » す，巧 a バネルに表示 

オートテート: 
斤-卜村のみ） 

巧晶表示まデジタルウオッチ巧な、2019年 
までの年月日、日時分、写し込みなし、月日年、 
日月年を表示、巧単なまで修正可お 

電ホ巧な 

说96フラッシュ発光のとき巧55ネ (24EX) 

電 巧 

リチウムちホロ CR5:6V)1 コ、才ートデート 
用としてリチウム « お （CR2025:3V)1 コ 

防 水 

逢窃 -j にお a 巧な7(れるお）、 K 巧•まめら 
れたをイキで水やじ巧しても巧がじ水が入らない 
もの、試# •水面下 1m で30分旧水中にな置 

大をさ 

テー トなし 145X80.5x56mm デー ト行 145X80.5X59mm 

n 最（■さ）: 

デ-卜なし 345g、 テ-卜付3说 g (■お別） 




